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本
機
構
東
海
北
陸
支
部
で
は
、「
学
生
の
悩
み
相
談
事
業
」と
し
て
、

標
記
研
修
会
を
平
成
二
一
年
一
〇
月
一
五
日
（
木
）
に
ウ
ィ
ル
あ
い

ち
（
名
古
屋
市
東
区
）
に
て
開
催
し
、
七
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
あ
い
ち
学
生
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
連
携
協

力
し
、
岐
阜
、
静
岡
、
愛
知
及
び
三
重
県
内
の
大
学
等
教
職
員
が
、

多
様
な
学
生
へ
の
具
体
的
対
応
方
法
に
つ
い
て
討
議
研
修
し
、
学
生

へ
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

は
じ
め
に
、
主
催
者
で
あ
る
本
機
構
東
海
北
陸
支
部�

中
村
直
規

支
部
長
及
び
あ
い
ち
学
生
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム�
杉
山
寛
行
運
営

委
員
会
委
員
長
（
名
古
屋
大
学
理
事
・
副
総
長
）
か
ら
、
挨
拶
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
桐
山
雅
子
学
生
相
談
専
門
委
員
会
委
員
長
（
中
部
大
学�

学
生
相
談
室
教
授
）
か
ら
、
研
修
会
の
企
画
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

研
修
会
は
、
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
及
び
分
科
会
で
構
成
さ
れ
、

講
演
で
は
「
過
渡
期
に
あ
る
学
生
支
援
と
学
生
相
談
」
を
テ
ー
マ
に
、

内
野
悌
司
講
師

（
広
島
大
学　
保
健

管
理
セ
ン
タ
ー
准

教
授
）
に
よ
る
、

大
学
の
現
況
や
課

題
に
つ
い
て
及
び

最
近
の
学
生
の
特

徴
や
学
生
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い

て
、
ま
た
、
学
生

支
援
の
充
実
化
の

た
め
の
必
要
事
項

等
に
つ
い
て
、
事

例
を
交
え
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
現
場
で
感
じ
る
変
化
と
自
分
自
身
の
取

り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
話
題
提
供
と
し
て
、
最
初
に
、
太
田

裕
一
氏
（
静
岡
大
学 

准
教
授
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
か
ら
、
工
学
系

中
心
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
留
年
生
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の
試
み

に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
船
津
静
代
氏
（
名
古
屋
大
学 

助
教
）
か
ら
、
学
内
の

「
平
成
二
一
年
度
学
生
支
援
に
関
わ
る
教
職
員
の
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
し
た

桐山委員長より企画趣旨説明
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学
生
相
談
室
体
制
及
び
最
近
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
対
す
る
認
識
、
来

談
す
る
学
生
の
多
様
化
に
つ
い
て
、
ま
た
、
自
分
自
身
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
水
谷
早
人
氏
（
日
本
福
祉
大
学�

学
生
支
援
部
長
）

か
ら
、
学
生
支
援
と
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、
大
学
に
お
け
る

統
計
上
か
ら
見
る
変
化
、
学
生
像
を
明
ら
か
に
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
等
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

分
科
会
に
お
い
て
は
、
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
，
①
「
よ
り

よ
く
〝
聴
く
〟
た
め
に
〜
学
生
対
応
に
活
か
す
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

基
礎
⑴
」、
②
「
よ
り
よ
く
〝
伝
え
る
〟
た
め
に
〜
学
生
対
応
に
活

か
す
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
⑵
」、
③
「
学
生
を
支
え
る
有
効
な

連
携
と
は
」
④
「
発
達
障
害
と
い
う
視
点
を
活
か
し
た
学
生
支
援
」

⑤
「
対
応
に
困
っ
た
事
例
」
の
テ
ー
マ
で
、
活
発
な
意
見
交
換
・
討

議
が
な
さ
れ
、
日
頃
、
多
様
化
す
る
学
生
対
応
に
苦
労
し
て
い
る
教

職
員
に
と
っ
て
、
二
時
間
半
に
わ
た
る
真
剣
な
論
議
は
、
有
意
義
で

役
立
つ
内
容
で
あ
っ
た
と
の
多
く
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
大
学
等
の
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
支
援
し
、
大
学
等

の
ニ
ー
ズ
を
よ
り
的
確
に
把
握
し
て
、
本
事
業
の
充
実
に
努
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
平
成
二
一
年
度　

外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
就
職
支

援
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し
ま
し
た

本
機
構
東
海
北
陸
支
部
で
は
、「
留
学
生
支
援
事
業
」
と
し
て
、

標
記
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
平
成
二
一
年
一
一
月
七
日
（
土
）
に
名
古
屋
大

学
Ｉ
Ｂ
電
子
情
報
館
大
講
義
室
（
名
古
屋
市
千
種
区
）
に
て
開
催
し
、

一
三
〇
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
は
、
あ
い
ち
学

生
支
援
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
と
連
携
協

力
し
、
卒
業
・
修

了
後
も
日
本
に
留

ま
り
、
企
業
等
に

就
職
を
希
望
す
る

外
国
人
留
学
生
の

就
職
・
採
用
に
関

す
る
様
々
な
情
報

交
換
を
行
な
う
こ

開会挨拶
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と
に
よ
り
、
留
学
生
の
就
職
の
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
一
六
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

は
じ
め
に
、
主
催
者
で
あ
る
本
機
構
東
海
北
陸
支
部 

中
村
直
規

支
部
長
及
び
あ
い
ち
学
生
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

杉
山
寛
行
運
営

委
員
会
委
員
長
（
名
古
屋
大
学
理
事
・
副
総
長
）
か
ら
、
留
学
生
の

皆
さ
ん
は
日
本
企
業
の
文
化
・
習
慣
や
就
職
活
動
そ
の
も
の
に
戸
惑

い
を
感
じ
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
趣
旨
を
交
え

た
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
①
行
政
・
企
業
か
ら
の
講
演
、
②
参
加
者
も
交

え
た
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
③
就
職
活
動
を
終
え
た
留
学
生
の

体
験
報
告
、
④
質
疑
応
答
の
四
部
構
成
に
よ
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
行
政
の
立
場
と
し
て
、
名
古
屋
外
国
人
雇
用
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
、
外
国
人
労
働
者
専
門
官
と
し
て
直
接
外
国
人
の
就
職
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
る
岡
本
高
典
氏
か
ら
「
留
学
生
就
職
支
援
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
就
職
活

動
の
開
始
時
期
・
進
め
方
や
在
留
資
格
の
変
更
等
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
説
明
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
企
業
の
立
場
と
し
て
、
㈱
デ
ン
ソ
ー
に
お
い
て
、
人
材
育

成
や
海
外
拠
点
向
け
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
展
開
に
従
事
し
活
躍
し
て

い
る
賈
瑾
氏
か
ら
「
日
本
で
働
く
意
味
を
考
え
よ
う
―
志
望
動
機
の

観
点
か
ら
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、自
ら
の
就
職
活
動
を
踏
ま
え
、

社
会
人
と
し
て
の
視
点
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
賈
瑾
氏
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
の
参
加
者
か
ら
面
接
体
験
協
力
者
を
募
り
、
面
接

官
と
し
て
岡
本
高
典
専
門
官
の
協
力
を
得
て
、
舞
台
上
で
模
擬
面
接

を
実
施
し
、
会
場
の
感
想
も
交
え
な
が
ら
、
具
体
的
な
指
導
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
就
職
活
動
体
験
報
告
学
生
に
よ
る
面
接
受
験

の
模
範
例
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
採
用

さ
れ
る
側
の
留
学

生
の
立
場
と
し

て
、
今
年
度
就
職

活
動
を
終
え
、
日

本
企
業
か
ら
内
定

を
得
て
い
る
二
人

の
留
学
生
に
よ

る
、
自
ら
の
就
職

活
動
の
体
験
報
告

が
行
な
わ
れ
、
後

輩
の
留
学
生
の
た

め
に
、
力
を
込
め

て
説
明
す
る
と
と

面接シミュレーション
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も
に
、
就
職
活
動
は
自
己
成
長
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
楽
し
く
取

り
組
ん
で
欲
し
い
と
の
励
ま
し
や
有
益
な
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
会
場
の
参
加
留
学
生
か
ら
、
学
業
と
就

職
活
動
の
両
立
方
法
に
つ
い
て
な
ど
の
熱
心
な
質
問
が
多
数
あ
り
、

講
師
及
び
体
験
報
告
学
生
か
ら
、
適
切
な
回
答
及
び
ア
ド
バ
イ
ス
が

行
な
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

東
海
北
陸
支
部
に
お
い
て
は
、
こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
、
日
本
で
就

職
を
希
望
す
る
留
学
生
に
と
っ
て
就
職
活
動
に
関
す
る
有
意
義
な
基

本
的
知
識
の
習
得
や
、
情
報
の
収
集
の
場
と
な
る
こ
と
を
願
う
と
と

も
に
、今
後
も
あ
い
ち
学
生
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
連
携
協
力
し
、

充
実
し
た
就
職
支
援
事
業
の
実
施
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

留
学
生
交
流
事
業
・

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
申
請
募
集
中

　

留
学
生
事
業
部
交
流
事
業
課
で
は
、
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
平
成

二
二
年
度
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

○�

日
本
の
大
学
と
海
外
の
大
学
と
の
セ
ミ
ナ
ー
を
財
政
的
に
支
援
す

る
「
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」

【
支
援
内
容
】
諸
謝
金
、
委
員
等
旅
費
、
外
国
人
学
生
招
致
等
旅
費
、

管
理
費
（
上
限
二
五
〇
万
円
）

※
「
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
募
集
要
項
↓

　

http://w
w
w
.jasso.go.jp/exchange/sem

i.htm
l

※
平
成
二
一
年
度
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

　

http://w
w
w
.jasso.go.jp/exchange/daigakukouryu_r_

h21.htm
l

○�

元
留
学
生
が
日
本
の
大
学
で
短
期
研
究
を
行
う
機
会
を
提
供
す
る

「
帰
国
外
国
人
留
学
生
短
期
研
究
制
度
」

【
支
援
内
容
】　

外
国
人
研
究
者
：
往
復
渡
航
旅
費
、
滞
在
費

　
（
日
額
一
万
一
千
円
）

受
入
研
究
者
：
受
入
協
力
費
（
定
額
五
万
円
）

※
「
短
期
研
究
制
度
」
募
集
要
項
↓

　

http://w
w
w
.jasso.go.jp/exchange/sgtj_rf.htm

l

※
採
用
者
の
レ
ポ
ー
ト
（
平
成
二
一
年
度
）

　
http://w

w
w
.jasso.go.jp/exchange/tanken_r_h21.htm

l
○�

元
留
学
生
の
も
と
へ
指
導
教
員
を
派
遣
す
る
「
帰
国
外
国
人
留
学

生
研
究
指
導
事
業
」

【
支
援
内
容
】
往
復
渡
航
旅
費
、
滞
在
費
（
現
地
滞
在
日
額
一
万
六
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千
円
）、
研
究
指
導
経
費
（
上
限
一
〇
万
円
）

※
「
研
究
指
導
事
業
」
募
集
要
項
↓

　

http://w
w
w
.jasso.go.jp/exchange/sgtj_rg.htm

l

※
採
用
者
の
レ
ポ
ー
ト
（
平
成
二
一
年
度
）

　

http://w
w
w
.jasso.go.jp/exchange/shidou_r_h21.htm

l

○�

日
本
の
諸
地
域
に
お
け
る
各
種
交
流
事
業
を
推
進
す
る
「
中
島
記

念
国
際
交
流
財
団
助
成
に
よ
る
留
学
生
地
域
交
流
事
業
」

【
支
援
内
容
】
諸
謝
金
、
旅
費
、
消
耗
品
費
、
印
刷
製
本
費
、
通
信

運
搬
費
、
会
議
費
等
（
上
限
三
〇
〇
万
円
）

※�

「
中
島
記
念
国
際
交
流
財
団
助
成
に
よ
る
留
学
生
地
域
交
流
事
業
」

募
集
要
項
↓

　

http://w
w
w
.jasso.go.jp/exchange/local_boshu.htm

l

※�

平
成
二
一
年
度
中
島
記
念
国
際
交
流
財
団
助
成
に
よ
る
留
学
生
地

域
交
流
事
業
レ
ポ
ー
ト

　

http://w
w
w
.jasso.go.jp/exchange/local_r_h21.htm

l

外
国
人
留
学
生
の
た
め
の
就
活
ガ
イ
ド

二
〇
一
一
配
布
中

就
職
活
動
を
進
め
る
上
で
役
立
つ
情
報
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
規
格
】
Ａ
５
版

【
内
容
】
就
活
の
準
備
、
採
用
試
験
対
策
、
在
留
資
格
の
変
更
、
先

輩
の
就
活
体
験
記
ほ
か

外国人留学生のための就活ガイド 2011

※
詳
細
→�http://w

w
w
.jasso.go.jp/job/guide.htm

l
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「
平
成
二
一
年
度　

優
秀
学
生
顕
彰
事
業
受
賞
者

　

表
彰
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

優
秀
学
生
顕
彰
事
業
は
「
学
術
」・「
文
化
・
芸
術
」・「
ス
ポ
ー
ツ
」・

「
社
会
貢
献
」
の
各
分
野
で
、
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
学
生
・
生
徒

に
対
し
て
、
こ
れ
を
奨
励
・
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
多
く
の

方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
を
も
と
に
し
て
、実
施
し
て
い
ま
す
。

　

五
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
九
四
の
学
校
か
ら
合
計
二
一
六
名
の

推
薦
が
あ
り
、
厳
正
な
選
考
の
結
果
、
大
賞�

一
四
名
、
優
秀
賞

二
八�

名
、
奨
励
賞
五
〇
名
、
合
計
九
二
名
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
二
一
年
一
二
月
一
二
日
（
土
）
に
大
賞
・
優
秀
賞
受
賞
者
を

招
い
て
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
表
彰
式
及
び
祝
賀
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
三
〇
名
の
受
賞
者
と
学
校
関
係
者
等
が
参
加

し
、
普
段
は
交
流
の
な
い
他
分
野
の
受
賞
者
同
士
で
話
が
は
ず
む
光

景
が
見
ら
れ
る
な
ど
、会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w
w
.jasso.go.jp/kensyo/h21hyosyo.htm

l

受賞者と選考委員等


